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症の治療経験 . 第27回日本頭蓋顎顔面外科学会 , 東京 , 2009-11-19-20.
	 44)	 福田憲翁 , 鈴木康俊 , 朝戸裕貴 : 弾性装具による四肢熱傷後肥厚性瘢痕の治療 . 第37回獨協医学会 , 

壬生 , 2009-12-5.

【テレビ・ラジオ等】

	 1)	 朝戸裕貴 : 形成外科とは . 教えてドクター , 栃木放送 , 2009-1-9.
	 2)	 朝戸裕貴 : 形成外科で扱う先天性疾患について . 教えてドクター , 栃木放送 , 2009-1-16.
	 3)	 朝戸裕貴 : 形成外科で扱う後天性疾患について . 教えてドクター , 栃木放送 , 2009-1-23.
	 4)	 朝戸裕貴 : マイクロサージャリーについて . 教えてドクター , 栃木放送 , 2009-1-30.
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